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5月 今月の表紙

茶摘みシーズン　到来
新芽がピンと背を伸ばす４月。相良村の風物詩、
茶摘みが四浦地区を皮切りに村内各地でスタートしました。
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ま
ず
は
村
民
の
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い

ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

た
１
期
目
、
村
づ
く
り
が
現
実
的
に
前
進

し
た
２
期
目
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
頑
固
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
、
ぶ
れ
な
い
村
づ
く
り
の
施

策
を
、
村
民
の
目
線
で
実
行
し
て
き
た
姿

勢
を
み
て
も
ら
え
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
期
目
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
重
責
に

身
が
引
き
締
ま
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

相
良
村
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
喜
び
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

１
期
目
は
予
算
の
見
直
し
に
よ
る
財
政

再
建
、
２
期
目
は
農
林
業
新
規
就
労
奨
励

交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
農
業
支
援
を
他
市

町
村
並
み
に
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

教
育
面
に
も
力
を
入
れ
、
小
中
学
校
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
、
学
校
の

エ
ア
コ
ン
改
修
事
業
、
公
民
館
改
修
事
業

な
ど
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

３
期
目
は
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
目
指
し
て
、
小
中
学
生
の
給
食
費

無
料
化
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
い
わ
ば

「
当
た
り
前
の
こ
と
」
で
あ
っ

て
、
誰
で
も
で
き
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
私
が
目
指
す
も
の

は
、「
村
民
の
心
輝
く
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
村
づ
く
り
」
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
村
民
の
皆

さ
ま
の
政
治
参
加
が
不
可
欠
で

す
。
２
期
目
に
始
動
し
た
、
地

域
づ
く
り
事
業
補
助
金
制
度
も

政
治
参
加
の
１
つ
で
す
。

　

３
期
目
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

づ
く
り
に
尽
力
し
て
き
た
行
政

区
へ
の
基
礎
額（
15
万
円
）の
引

き
上
げ
、補
助
金
の
「
交
付
金
」

へ
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
実
現
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
地
域
の
主
体
性

が
高
ま
り
、
よ
り
村
民
目
線
の

地
域
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
月
の
相
良
村
長
選
挙
に
お
い
て
、

３
選
を
果
た
し
た
德と

く

田た

正ま
さ

臣お
み

村
長
。

今
期
に
懸
け
る
決
意
と
は
。

選
挙
を
振
り
返
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

感
想
を
お
持
ち
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
を
踏
ま
え

て
、
３
期
目
は
ど
の
よ
う
に
村
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

德
田
村
政
３
期
目  

始
動

村
民
が
輝
く
村
へ

I
n
t
e
r
v
ie

w
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「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
」
の
村
に
な
る
た
め

に
は
、
相
良
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
所
得
向
上
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま

す
。「
相
良
ブ
ラ
ン
ド
」
の
立
ち
上
げ
は
、

そ
の
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
相
性
が
良
く
な
る
村
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
村
長
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
全
国

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
特
産
品
の
茶

を
「
相
性
が
良
く
な
る
お
茶
」
と
銘
打
ち
、

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

３
期
目
は
こ
れ
ら
を
飛
躍
さ
せ
、
村
自

体
の
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
進
め
ま
す
。
例

を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
食
料
品
売
り
場
で

相
良
村
の
農
産
物
が
並
ん
で
い
る
と
き
、

「
相
良
村
の
も
の
な
ら
ば
、
安
心
安
全
で

お
い
し
い
」
と
い
う
信
用
を
消
費
者
に
与

え
、
購
買
率
が
向
上
す
る
、
こ
れ
が
ブ
ラ

ン
ド
化
の
も
た
ら
す
恩
恵
の
１
つ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
補
助
金
を
用
い
て
農
業
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
補
助
金
で
は
経

費
削
減
は
で
き
る
も
の
の
、
増
収
に
は
繋

が
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
施
策
と
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
は
不
可
欠
で
す
。

独
自
の
海
外
戦
略
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
・

Ｐ
Ｒ
作
戦
に
取
組
み
、
広
く
「
相
良
ブ
ラ

ン
ド
」
を
浸
透
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

誕
生
60
年
記
念
式
典
の
開
催
は
も
ち
ろ

ん
、
産
業
祭
を
文
化
祭
に
併
せ
て
開
催
し

ま
す
。
村
民
は
も
と
よ
り
、
周
辺
地
域
の

方
々
が
一
堂
に
会
し
、
楽
し
め
る
場
面
を

創
出
し
ま
す
。

　

事
務
局
を
産
業
振
興
課
に
置
き
、
農
協

や
文
化
協
会
な
ど
各
種
団
体
と
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
４
月
上
旬
に
第
１
回
実
行

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
で
は
日
に

ち
と
祭
の
名
称
が
決
定
し
、10
月
22（
土
）・

23
日（
日
）の
両
日
に
、「
相
良
村
誕
生
60

年
記
念
第
１
回
さ
が
ら
産
業
文
化
祭
」
と

し
て
開
催
し
ま
す
。
来
年
度
以
降
は
、
60

年
記
念
の
冠
を
外
し
て
第
２
回
、
第
３
回

と
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
は
次
回
以
降
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

政
治
家
の
真
の
評
価
は
、
在

任
中
で
は
な
く
、
一
村
民
と

な
っ
て
か
ら
問
わ
れ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
輝

く
村
の
実
現
の
た
め
に
、
私
を

含
め
村
職
員
、
村
民
の
皆
さ
ま

が
従
来
の
殻
を
打
ち
破
る
発
想

の
環
境
づ
く
り
と
、
批
判
を
恐

れ
な
い
大
胆
な
行
動
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
〝
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
〟

の
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所

存
で
す
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
る

「
相
良
ブ
ラ
ン
ド
」
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
で
相
良
村
誕
生
60
年
を
迎
え

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
村
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
か
。

最
後
に
、
意
気
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

後援会に迎えられ、初登庁

カスミザクラ（四浦）
去年、東京大学の大場秀章名誉教授が
調査に入り、自生のカスミザクラの
南限地と確認された。
開花時期がヤマザクラなどより
１、２週間ほど遅く、葉と一緒に花を
咲かせる特徴を持つ。
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　南小学校（中村和弘校長）では、男子１４名、
女子２２名の計３６名の児童が卒業を迎えまし
た。
　卒業証書授与の場面では、ステージ横のスク
リーンで、卒業生のプロフィールと将来の夢が
一人ひとり紹介されました。「陸上でオリンピッ
クに出場する」、「看護師になりたい」など、希
望に満ち溢れた内容に、保護者らは感動してい
ました。
　式辞にて中村校長より、「皆さんは、『和』の
心を見事に実践し、見本をみせてくれた。これ
からもその気持ちを大事に、自分と周りの命を
大切に生きてほしい」とエールが送られました。

　北小学校（安達貴美子校長）では、男子３名、
女子２名の計５名の児童が卒業を迎えました。
　来賓紹介にて、緒方裕之さん（四浦保育所あ
ざみ園長）が、「皆さんの保育園時代が懐かし
く、また立派な成長を大変うれしく思う」と述
べ、卒業生がまだ幼い頃から見守ってきた地域
の方々も、目に涙を浮かべていました。
　「卒業の詩」では、卒業生が６年間の思い出と、
お世話になった人たちへの感謝を、言葉と歌で
伝えました。また、家族に宛てた手紙の発表では、
赤池未妃さん（初神）は、「いつも支えてくれた家
族に感謝。中学校に行っても頑張ります」と涙
ながらに言葉を伝え、感動的な場面となりました。

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
学
び
舎
に
別
れ

相
良
南
・
北
小
学
校
卒
業
式

23
3

近所の主婦や春休み中の子どもらも手伝い、
丁寧に手摘みしていく

　３月２５日（金）、生田製茶工場（中央）のハウス
茶が、露地茶より一足早く収穫を迎えました。
　同製茶のハウス栽培面積は１㌃で、品種はヤブ
キタ。１月中旬にビニールをかけて温度を管理す
ることで、露地茶より１か月早く収穫することが
できます。これにより、ことしのお茶の出来を一
足早く知ることができ、本格的な収穫の試運転の
役割を果たしています。
　管理者の生田智士さんは、「１月の豪雪で出来が
心配されたが、平年並みに良く育ってくれた」と
手ごたえを感じていました。
　収量は５０㎏を予定し、蒸製玉緑茶に製茶され、
１００ｇ２０００円で販売されています。

７. ７㎞完歩！喜びのガッツポーズ

　３月１３日（日）、第１４回相良村健康ウォーキ
ング大会が開催され、４７名が参加しました。
　相良村総合体育館をスタートし、夫婦橋を渡っ
て境田地区、棚葉瀬地区を巡る約７．７㎞のコース
を、道中のゴミを拾いながらウォーキングしまし
た。また、コース途中にある六角水路や山本神社
などの解説を聞いて、身近な歴史にも触れました。
ゴール後には食生活改善推進員からだご汁が振る
舞われ、冷えた体を温めていました。福引抽選会
も開催され、ゴール後も賑わう大会となりました。
　毎年参加している白石精二さん（松葉）は、「きれ
いな川辺川を眺めながら楽しく歩いた。もう７０
歳を越えているが、まだまだ参加し続けたい」と
元気よく感想を述べました。

一足早い新茶摘み
生田製茶のハウス茶、収穫25

3 村の魅力、歩いて再発見
第１４回相良村健康ウォーキング大会13

3

和紙で作られた卒業証書を受け取る

恩師に向けて、『仰げば尊し』を合唱

南小学校

北小学校
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　４月１１日（月）、小中学校で入学式が行われま
した。
　小学校は、南小男子２３名、女子２１名の計
４４名、北小女子４名が入学を迎えました。
　北小学校では、児童会代表挨拶にて、６年生の
米田風華さん（下四浦）が「学校は、茶摘みやきたっ
こ秋祭りなど行事がいっぱい。一緒に楽しく過ご
しましょう」と歓迎の言葉を述べました。
　中学校は男子１７名、女子２３名の計４０名が
ピカピカの制服に身を包んで式に臨み、一人ひと
り名前が呼ばれると元気よく返事をしていました。

　４月７日（木）、錦町で花屋「花ごころ」を営む
吉村（旧姓：藤川）真理さんより、４月に入学した
１年生（南小４４名、北小４名）分のランドセルカ
バーが寄贈されました。
　この取組みはことしで１０年目になります。吉
村さんの末っ子の小学校入学をきっかけに、新入
生の安全を願って、住まいの錦町とふるさとの相
良村の小学校に寄贈を始めました。
　吉村さんは、「このカバーを着けて、事故に遭わ
ないよう、楽しく学校生活を送ってほしい。そし
て、将来ふるさとに貢献する人間に育ってほしい」
と想いを述べました。

南小の松田校長と北小の安達校長にカバーを手渡す吉村さん（左）呼名で元気よく返事をする新中学生

7
4 子ども達の安心安全のために

吉村さんよりランドセルカバー寄贈
新たな学校生活がスタート
村内小中学校入学式11

4

　４月６日（水）から１５日（金）の春の全国交通安
全運動にあわせて、初日の６日に交通安全タッチ
運動が行われました。人吉地区交通安全協会相良
支部など諸団体から１５人が参加し、出発式では
村老人クラブ連合会の椎屋孝雄会長（並木野）が交
通安全宣言を行いました。
　国道４４５号を走る車両をＪＡ相良農機セン
ター前に誘導し、反射タスキやチラシなどの啓発
グッズや、特産品の粉末茶を運転者に手渡し、「安
全運転をお願いします」と呼び掛けました。運転
者も「ありがとうございます」と笑顔で応じ、せ
わしない朝に心温まる場面となりました。

　３月３１日（木）に稚鮎の放流初日を迎え、球磨
川漁業組合の職員により、村内５か所でおよそ
９万尾が清流川辺川に放流されました。
　放流は４月の下旬までに、数回に分けて行われ
ました。２月に中間育成施設に搬入され、３～６ｇ
に育ったおよそ５０万尾の稚鮎を川辺川と球磨川
に放流しました。
　全国から釣り人が訪れる６月１日の鮎釣り解禁
日まで、残すところあと１か月となりました。解
禁日までには、今回放流された稚鮎は２０cmほ
どに成長します。３０cmを超える大物は尺鮎と
呼ばれ、釣り人にとって一番の獲物となります。

雨天により水温が低かったが、稚鮎は次第に元気に
泳ぎだした

この日は 105 台の通行車両に交通安全を呼び掛けた

勢いよく放たれる稚鮎
川辺川に稚鮎９万尾放流

3
31

交通安全を願って
交通安全タッチ運動6

4
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村　職　員　異　動

深水駐在所からのおしらせ

【
異
動
】（
４
月
１
日
付
け
）※

（
　
　
）は
旧
職
名

中
村

　秀
樹

　

　
　
　 

会
計
管
理
者        （
税
務
課
長
）

川
邊

　俊
二

　
　
　 

税
務
課
長         （
熊
本
県
派
遣
）

大
土
手

　寛

          

産
業
振
興
課
長

           

　     

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　   

　
　 （
産
業
振
興
課
農
政
耕
地
係
長
）

椎
葉

　百
城

　
　
　 

総
務
課
企
画
情
報
係
長

　
　
　
　
　
　 （
産
業
振
興
課
林
務
係
長
）

蓑
毛

　宏
幸

　 

　
　
税
務
課
徴
収
係
長

 

　
　
　
　
　   （
税
務
課
徴
収
第
１
係
長
）

永
田

　聖
史

　

　
　 

　
産
業
振
興
課
農
政
耕
地
係
長

　
　
　
　
　    （
総
務
課
企
画
情
報
係
長
）

冨
永

　得
治

　
　 

　
産
業
振
興
課
林
務
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　 （
建
設
課
管
理
係
長
）

阿
久
津

　裕
介

　
　 

　
建
設
課
管
理
係
長

　
　
　
　
　
　 （
建
設
課
上
下
水
道
係
長
）

　
　
　 ※

管
理
係
と
上
下
水
道
係
が
統
合

黒
木

　幸
代

　
　
　 

総
務
課
参
事

　 

　
　
　
　（
監
査
委
員
事
務
局
書
記
　
　

　
　  

　
　
　
　
　
兼
議
会
事
務
局
書
記
）

黒
木

　利
香

　
　 

　
税
務
課
参
事   

　（
会
計
室
参
事
）

中
村

　高
志

　
　 

　
建
設
課
参
事

　
　
　  

　  （
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
） 

中
村

　真
央

　
　 

　
会
計
室
主
事  

　 （
税
務
課
主
事
）

山
口

　貴
恵

　
　
　 

監
査
委
員
事
務
局
書
記

　
　
　
　
　
　
　
　
兼
議
会
事
務
局
書
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
総
務
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】


肥

　優
斗

　

　
　
　
総
務
課
主
事

徳
永

　一
士
聖

　
　
　
保
健
福
祉
課
主
事

白
砂

　秀
平

　

　
　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
け
）

今
村

　誠
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 （
会
計
管
理
者
）

廣
末

　政
邦

　
　
　（
産
業
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

【
併
任
解
除
】（
３
月
31
日
付
け
）

武
富

　強

　
　
　
　
　
　
　
　  （
保
健
福
祉
課
主
幹
）

　「まずは相良村を知ること。そして人を知ることから
はじめたい」
　そう話すのは、新しく駐在所に勤務する前崎太志さん。
新婚の奥さん、絵里奈さんと一緒に相良村にやって来ま
した。村の印象を尋ねると、「とてものどかで、何より人
がいい。巡回などでお宅を訪問すると、お茶をだしてく
れてとても嬉しかった」と、田舎ならではの温かな雰囲
気をさっそく体感したようです。
　最後に村民の皆さまへ、「駐在所勤務は初めてで若輩者
ですが、相良村のために頑張りますのでよろしくお願い
します」とメッセージを送りました。

■プロフィール
前崎太志（まえさき・たいし）
趣味：サッカー
座右の銘：人に優しく自分に厳しく
熊本市出身の25歳。平成25年熊本県
警に入署。警察学校卒業後、御船警察
署に2年と半年間勤務し、現在に至る。

駐在所の前崎です。
　　　よろしくお願いします。

平
成
28
年
度

区
長
紹
介

行く人
ゆ 　　　        ひ  と く　  　　        ひ  と

来る人
人事異動

﹇
1
区 

上
四
浦
﹈
濵
田
　
康
広

﹇
2
区 

中
四
浦
﹈
田
中
　
信
一

﹇
3
区 

初
　
神
﹈
前
田
　
博
典

﹇
4
区 

下
四
浦
﹈
堀
川
　
泰
注

﹇
5
区 
上
川
上
﹈
岩
坂
　
博
行
　

﹇
6
区 
上
川
下
﹈
紫
安
　
孝
應

﹇
7
区 

松
馬
場
﹈
林
田
　
敬
介

﹇
8
区 

上
　
園
﹈
西
　
　
一
助

﹇
9
区 

永
　
江
﹈
宮
原
　
敬
五

﹇
10
区 

朝
　
迫
﹈
赤
坂
　
優
二

﹇
11
区 

中
　
央
﹈
岡
村
安
一
郎

﹇
12
区 

松
　
葉
﹈
伊
藤
　
　
博

﹇
13
区 

平
　
原
﹈
米
田
　
一
喜

﹇
14
区 

永
　
谷
﹈
宮
原
　
和
博

﹇
15
区 

新
　
村
﹈
立
山
　
和
弘

﹇
16
区 

十
　
島
﹈
田
上
　
信
博

﹇
17
区 

井
　
沢
﹈
宮
原
　
清
人

﹇
18
区 

並
木
野
﹈
廣
末
　
政
邦

﹇
名
前
﹈  徳
永
　一
士
聖（
上
園
）

﹇
所
属
﹈  保
健
福
祉
課  
福
祉
係

﹇
年
齢
﹈  23
歳

﹇
趣
味
﹈  運
動
、ス
ポ
ー
ツ
観
戦

と
く
な
が

り

じ

ひ

profile　
新
規
職
員
と
し
て
保
健
福
祉
課
福

祉
係
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
、
徳
永

一
士
聖
と
申
し
ま
す
。
名
前
は
一
士
聖

（
ひ
じ
り
）と
読
み
ま
す
。
家
は
上
園

で
す
。

　
仕
事
は
窓
口
業
務
や
児
童
手
当
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
時
に
も

福
祉
に
つ
い
て
は
少
し
勉
強
し
て
い

た
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
く
必
死
に
勉
強
し
て
い

ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
た
め
精
一
杯

尽
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

﹇
名
前
﹈  
肥
　優
斗（
下
四
浦
）

﹇
所
属
﹈  総
務
課 

企
画
情
報
係

﹇
年
齢
﹈  18
歳

﹇
趣
味
﹈  バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ど
　い

と
　

ゆ
う
　

profile　
総
務
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た

肥

で
す
。
出
身
は
四
浦
で
す
。

　
総
務
課
で
は
統
計
、
地
域
づ
く
り

事
業
補
助
金
な
ど
の
担
当
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
相
良
村
は
故
郷
で

あ
り
大
好
き
な
場
所
な
の
で
、
相
良

村
と
村
民
の
皆
様
の
た
め
に
、
こ
の
仕

事
を
通
し
て
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
こ

と
が
多
く
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
毎
日
勉
強
し
て
１
日
で
も
早
く

仕
事
を
覚
え
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
名
前
﹈  白
砂
　秀
平（
永
江
）

﹇
所
属
﹈  教
育
委
員
会  

社
会
教
育
係

﹇
年
齢
﹈  19
歳

﹇
趣
味
﹈  バ
レ
ー
ボ
ー
ル

し
ら
す
な
　   

し
ゅ
う
へ
い
　

profile　
４
月
か
ら
新
規
採
用
さ
れ
、
教
育

委
員
会
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
仕
事
は
、
茶
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

社
会
体
育
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
引
き
継
ぎ
の
際
に
教
わ
っ

た
こ
と
や
、
上
司
の
方
々
に
教
わ
り
な

が
ら
村
民
の
方
々
の
た
め
に
精
一
杯
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思

い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

徳
永
　一
士
聖

白
砂
　秀
平


肥
　優
斗

相良村のために、全力！
ふるさと

新規採用職員紹介

※敬称略
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村　職　員　異　動

深水駐在所からのおしらせ

【
異
動
】（
４
月
１
日
付
け
）※

（
　
　
）は
旧
職
名

中
村

　秀
樹

　

　
　
　 

会
計
管
理
者        （
税
務
課
長
）

川
邊

　俊
二

　
　
　 

税
務
課
長         （
熊
本
県
派
遣
）

大
土
手

　寛
          

産
業
振
興
課
長

           

　     
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　   

　
　 （
産
業
振
興
課
農
政
耕
地
係
長
）

椎
葉

　百
城

　
　
　 

総
務
課
企
画
情
報
係
長

　
　
　
　
　
　 （
産
業
振
興
課
林
務
係
長
）

蓑
毛

　宏
幸

　 

　
　
税
務
課
徴
収
係
長

 

　
　
　
　
　   （
税
務
課
徴
収
第
１
係
長
）

永
田

　聖
史

　

　
　 

　
産
業
振
興
課
農
政
耕
地
係
長

　
　
　
　
　    （
総
務
課
企
画
情
報
係
長
）

冨
永

　得
治

　
　 

　
産
業
振
興
課
林
務
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　 （
建
設
課
管
理
係
長
）

阿
久
津

　裕
介

　
　 

　
建
設
課
管
理
係
長

　
　
　
　
　
　 （
建
設
課
上
下
水
道
係
長
）

　
　
　 ※

管
理
係
と
上
下
水
道
係
が
統
合

黒
木

　幸
代

　
　
　 

総
務
課
参
事

　 

　
　
　
　（
監
査
委
員
事
務
局
書
記
　
　

　
　  

　
　
　
　
　
兼
議
会
事
務
局
書
記
）

黒
木

　利
香

　
　 

　
税
務
課
参
事   

　（
会
計
室
参
事
）

中
村

　高
志

　
　 

　
建
設
課
参
事

　
　
　  

　  （
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
） 

中
村

　真
央

　
　 

　
会
計
室
主
事  

　 （
税
務
課
主
事
）

山
口

　貴
恵

　
　
　 

監
査
委
員
事
務
局
書
記

　
　
　
　
　
　
　
　
兼
議
会
事
務
局
書
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
総
務
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】


肥

　優
斗

　

　
　
　
総
務
課
主
事

徳
永

　一
士
聖

　
　
　
保
健
福
祉
課
主
事

白
砂

　秀
平

　

　
　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
主
事

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
け
）

今
村

　誠
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　 （
会
計
管
理
者
）

廣
末

　政
邦

　
　
　（
産
業
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

【
併
任
解
除
】（
３
月
31
日
付
け
）

武
富

　強

　
　
　
　
　
　
　
　  （
保
健
福
祉
課
主
幹
）

　「まずは相良村を知ること。そして人を知ることから
はじめたい」
　そう話すのは、新しく駐在所に勤務する前崎太志さん。
新婚の奥さん、絵里奈さんと一緒に相良村にやって来ま
した。村の印象を尋ねると、「とてものどかで、何より人
がいい。巡回などでお宅を訪問すると、お茶をだしてく
れてとても嬉しかった」と、田舎ならではの温かな雰囲
気をさっそく体感したようです。
　最後に村民の皆さまへ、「駐在所勤務は初めてで若輩者
ですが、相良村のために頑張りますのでよろしくお願い
します」とメッセージを送りました。

■プロフィール
前崎太志（まえさき・たいし）
趣味：サッカー
座右の銘：人に優しく自分に厳しく
熊本市出身の25歳。平成25年熊本県
警に入署。警察学校卒業後、御船警察
署に2年と半年間勤務し、現在に至る。

駐在所の前崎です。
　　　よろしくお願いします。
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相良南小学校

　 ［退職・転出］
中村和弘校長……退職
　　　　　　（湯前町教育委員会へ）

中村恵子支援員…退職
荒嶽千夏先生……人吉市立東間小へ

万江小学校より

みずしの

水篠　こずえ  事務職

万江小学校より転任し、相良
中学校でお世話になります。
初めての中学校勤務で不安も
ありますが、明るい事務室を
目指して頑張ります。よろし
くお願いします。

湯前中学校より

おかだ 　　あいみ

岡田　愛美  先生

再度のご縁となりました。笑
顔があふれる相良中の生徒た
ちとの学校生活が楽しみです。
よろしくお願いいたします。

新任

なかもと　  はるか

中本　陽香  支援員

相良村での生活を楽しみに
やってまいりました。皆さん
よろしくお願いします。

新任

やました 　 そのこ

山下　苑子  支援員

相良村で子どもたちとたくさ
んの経験をしたいと思います。
よろしくお願いします。

　相良村民の皆さま、はじめまして。

　このたびの平成２８年度教職員人事異動に伴い

相良南小学校に赴任しました、校長の松田晃二と

申します。前任校は、八代市立東陽小学校でした。

　前任校の東陽小学校は、旧種山小学校と旧河俣

小学校が統合してできた学校で、４年目を迎える

学校です。東陽町（旧東陽村）は、『「しょうが」と「石

工」の里』で有名です。毎年秋には、「しょうが祭」が開催され、大勢の「しょ

うがファン」が訪れます。五木村の大通峠を越えたところが東陽町です。

　さて、私は錦町出身で、教職生活３２年目を迎えるとこですが、教職

生活で一度は相良村に勤務したいと思っていましたので、願いが叶い、

やる気に満ちているところです。

　本年度は、「ふるさと相良を愛し 心豊かに たくましく生き抜く力を持

つ子どもの育成」を学校教育目標に掲げ、本校職員とともに全力で地域

の宝である子どもたちを育てていく所存です。本年度も相良南小学校へ

のご支援をどうぞよろしくお願いします。近くをお通りの際は、どうぞ

お気軽に校長室にお立ち寄りください。

新任校長あいさつ

相良南小学校　校長

松田　晃二
まつだ こうじ ■

　■

　■

教 　 職 　 員 　 異 　 動

行く人
ゆ 　　      ひ  と く 　　        ひ  と

来る人
人事異動

■

　■

　■

相良中学校

転　 入

　 ［退職・転出］
桑原弘幸校長…退職
加藤良子先生…退職
山冨貴子先生…退職
宮川智之先生…あさぎり町立
　　　　　　　あさぎり中へ

中武　修先生…人吉市立第三中へ
小出桂子先生…水上村立湯山小へ
池下貴子先生…人吉市立東小へ
宮石絹子先生…水俣市立緑東小へ

　昨年度までは、教頭として勤務させていた
だきましたが、本年度は校長として勤務させ
ていただくこととなりました。どうぞ、よろ
しくお願いします。
　平成２８年度は、新入生４０名を迎え、
１３１名の生徒と、２０名の職員で順調に
スタートしました。
　本校の校訓「自主・友愛・勤労」のもと、
自主自立の精神を尊び、強い身体と精神を持つ生徒の育成を目標に

「ふるさとを愛し，主体的に学び，心豊かにたくましく生きる生徒の
育成」を教育目標として誠心誠意取り組んでいきたいと思います。
　１３１名の生徒皆が１３１通りの個性を持ち、１３１通りの輝きを
持っています。この１年間で生徒には、勉強・スポーツ・芸術・作業
などそれぞれの個性にあわせて光ってほしいものです。
　これからの教育は、学校だけでなく家庭や地域社会など、いろいろ
な分野の教育力や社会全体で子どもを育てていこうという気運が重要
です。常に「生徒のため」を念頭におき全職員一丸となって頑張りま
すので、今後ともご支援ご協力お願いいたします。

相良中学校　校長

徳田　雅人
とくた　　　まさと

熊本県立教育センターより

なかもと 　 せいし

中本　青志  教頭

相良村の児童・生徒のために
精一杯頑張ります。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

錦中学校より

よしむら 　つよし

吉村　剛  先生

７年ぶりに相良中学校に戻っ
てまいりました。これからも
精一杯頑張ります。よろしく
お願いします。

多良木小学校より

 ごとう　   よしはる

五島　功晴  先生

多良木小学校から異動して、
4 年ぶりに相良村に戻ってき
ました。今度は中学校で頑張
ります。どうぞよろしくお願
いいたします。

多良木中学校より

 お  だ 　　 ち  え

織田　智恵  養護教諭

７年ぶりに相良村に戻ってま
いりました。気持ちを新たに
頑張ります！！まずは、早く
子どもたちと仲良くなりたい
です。よろしくお願いします。

新任校長あいさつ
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相良南小学校

　 ［退職・転出］
中村和弘校長……退職
　　　　　　（湯前町教育委員会へ）

中村恵子支援員…退職
荒嶽千夏先生……人吉市立東間小へ

万江小学校より

みずしの

水篠　こずえ  事務職

万江小学校より転任し、相良
中学校でお世話になります。
初めての中学校勤務で不安も
ありますが、明るい事務室を
目指して頑張ります。よろし
くお願いします。

湯前中学校より

おかだ 　　あいみ

岡田　愛美  先生

再度のご縁となりました。笑
顔があふれる相良中の生徒た
ちとの学校生活が楽しみです。
よろしくお願いいたします。

新任

なかもと　  はるか

中本　陽香  支援員

相良村での生活を楽しみに
やってまいりました。皆さん
よろしくお願いします。

新任

やました 　 そのこ

山下　苑子  支援員

相良村で子どもたちとたくさ
んの経験をしたいと思います。
よろしくお願いします。

　相良村民の皆さま、はじめまして。

　このたびの平成２８年度教職員人事異動に伴い

相良南小学校に赴任しました、校長の松田晃二と

申します。前任校は、八代市立東陽小学校でした。

　前任校の東陽小学校は、旧種山小学校と旧河俣

小学校が統合してできた学校で、４年目を迎える

学校です。東陽町（旧東陽村）は、『「しょうが」と「石

工」の里』で有名です。毎年秋には、「しょうが祭」が開催され、大勢の「しょ

うがファン」が訪れます。五木村の大通峠を越えたところが東陽町です。

　さて、私は錦町出身で、教職生活３２年目を迎えるとこですが、教職

生活で一度は相良村に勤務したいと思っていましたので、願いが叶い、

やる気に満ちているところです。

　本年度は、「ふるさと相良を愛し 心豊かに たくましく生き抜く力を持

つ子どもの育成」を学校教育目標に掲げ、本校職員とともに全力で地域

の宝である子どもたちを育てていく所存です。本年度も相良南小学校へ

のご支援をどうぞよろしくお願いします。近くをお通りの際は、どうぞ

お気軽に校長室にお立ち寄りください。

新任校長あいさつ

相良南小学校　校長

松田　晃二
まつだ こうじ ■

　■

　■
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再　任

新任

にし 　  ひろみ

西　浩美  先生
このたび、相良北
小学校に来ました
西　浩美です。相
良村の子ども達に
会えるのを楽しみ
にしていました。
よろしくお願いい
たします。

五木東小学校より

おおぞの 　 としお

大園　敏男  先生

相良村に勤務でき、
大変嬉しいです。よ
ろしくお願いします。

岡原小学校より

にしむら 　えいすけ

西村　栄祐  教頭

初めて相良村に勤め
ることになります。
自然豊かな中で頑張っ
ていきます。よろし
くお願いします。

再任

まいとこ　　 ちか

毎床　千佳 先生
豊かな自然とかわい
く素直な子ども達に
囲まれ、１年目が過
ぎました。２年目も
自分のカラーを出し
ながら支援員として
頑張ります。よろし
くお願いします。

再任

はやしだ 　 すみこ

林田　澄子  支援員

相良南小学校で支援
員３年目となります。
子どもたちといっしょ
に学校生活を楽しん
でいきます。よろし
くお願いいたします。

再任

おがた 　　

尾方　まゆみ  支援員

相良南小の元気で明
るい子ども達といっ
しょに、笑顔で頑張
りたいと思います。
どうぞよろしくお願
いします。

再任

 ふくだ　　ともよし

福田　智義 先生

５年目になりました。
子ども達、保護者の
皆様と共に頑張りま
すので、よろしくお
願いします。

再任

たやま　　 けいこ

田山　圭子  先生
相良南小学校でお世
話になり２年目にな
ります。元気な子ど
もたちと、おいしい
給食に恵まれ、とて
も嬉しく思っていま
す。どうぞよろしく
お願いします。

行く人
ゆ 　　      ひ  と く 　　        ひ  と

来る人
人事異動

転　 入
新任

にしむら  ちはる

西村 千春  支援員

特別支援教育支援員
の西村千春です。相
良南小学校の皆さん
が、毎日笑顔で登校
できるよう一生懸命
頑張りますので、よろ
しくお願い致します。

新任

しいば　 ゆかり

椎葉 由佳里 支援員

支援員としてサポー
トできるように一生
懸命頑張りたいと思
います。

東間小学校より
ふちた 　　のりこ

渕田　典子  先生
このたび、東間小学
校より相良南小学校
に転任しました。相良
村は初めてですが、早
く地域の方々や子ど
もたちのことを知り、

「明るく、元気いっぱい」
をモットーに頑張り
ます。よろしくお願
いします。

相良北小学校

　 ［退職・転出］
山田康夫教頭…あさぎり町立
　　　　　　　須恵小へ

井上　孝先生…球磨村立
　　　　　　　一勝地小へ



学校保健委員会だより

　小・中学の義務教育時代に、基本的な生活習慣を身に

付ける事が健全な心身の形成にとても大事なことです。

　このことは大人でも同様であると実感しています。

多くの病気は生活の乱れから起こります。きちんと食

事をしていない人、食事内容が偏っている人、運動不

足の人、喫煙習慣や過度の飲酒の習慣がある人などが

様々な病気で苦しんでいます。

　例えば、高血圧症は食塩の摂りすぎが問題とされて

います。幼い頃から食事中の食塩の量が高血圧症や動

脈硬化につながることが指摘されています。

　糖尿病は肥満と関係があり、小学生で肥満の生徒に糖

尿病が発生していることがあります。特に過食や、ジュー

ス類やおやつの摂りすぎに加えて、運動不足が問題です。

鳥のから揚げや清涼飲料水の摂りすぎで正常値は１５０

以下の中性脂肪が６０００を超えた若者がいました。

　血液が油で満たされているようなものです。そのよ

うな人が若くして糖尿病を発症し、腎臓の働きが悪く

なって透析しなければならなくなったり、眼底出血で

失明したり脳梗塞や心筋梗塞になるのを何度も見てき

ました。若い頃からの食事や運動習慣が病気の発生に

関係するのです。

　小児期から学童期にかけて、体は急激に成長します。

この時期にバランスのとれた食事をとり、適度な運動

と十分な睡眠をとることも大切です。小学生で９時間

の睡眠を必要とします。遅くとも１０時には床につき、

きちんと朝食を食べて学校に行くことを習慣にすべき

です。中学校では８時間の睡眠が脳の発育に必要です。

　「早寝早起き朝ごはん」は当たり前のことですが、人

としての基礎を作る伸び盛りの幼児から高校生くらい

までの若い人たちが、体や心を育むうえでとても大事

なことです。

　ことしから学校検診の項目に運動器検診が加わりま

す。日頃から生活習慣を身に付けるとともに体の成長

についても関心を持ち、背骨のゆがみや手・足の動き

について、お子さんの異常に気がついていれば、学校

からのアンケートに記入してください。

第 12回

【相良北小学校図書館『ことばのもり』】

◦図書蔵書数・・・７，６２４冊
◦貸出・返却日・・月～金（祝祭日は休み）
　　　　　　　　午前８時～午後４時
◦貸出期間・・・・・１週間３冊（長期休業中は５冊）

ごぞんじですか？

学校開放時など、お気軽に学校図書館へお越しください♪

今回紹介した本は、相良北小学校でも借りることができます。
☆ご利用についてのお問い合わせは、各学校の担当までお願いします。

相良村の小・中学校の図書館は児童や生徒、先生方だけではなく、地域の方も利用することが
できます。あわせて総合体育館の図書コーナーもどうぞご利用ください！

　赤ちゃんが産まれたおうちの、ネコの視点
で描かれた絵本です。ネコのつぶやきにする
ことで、弟・妹が産まれたときの兄・姉の気
持ちがストレートに表現されています。赤
ちゃんに対する嫉妬や思いやり、そしてお母
さんに対する「私にも愛情を向けてほしい」
という切なる願い。
　きょうだいができて、ちょっと淋しいお兄
ちゃん・お姉ちゃんに「あなたのこともちゃ
んと愛しているよ」という気持ちが届けられ
る本です。

南小学校 北小学校 中学校

５　
　
　

月

９日 部活動開始

13日 避難訓練

18・19日 集団宿泊

２日 茶摘み

13日 体力テスト

18・19日 集団宿泊

　　　　（5年生）

９日 振替休業日

12日 体育大会総練習

14日 体育大会準備

15日 体育大会

16日 振替休業日

※小・中学校の５月の大まかな行事予定
【本のおすすめコーナー】

竹下文子・文
田中清代・絵
金の星社

『ねえだっこして』

いこい♪図書館
担当：相良北小　鳥原

学校保健委員会だより
「早寝早起き
　朝ごはんの大切さ」

学校保健委員

緒方　俊一郎

10
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こ
い
の
ぼ
り
が
気
持
ち
よ
く
泳
ぐ
季
節

と
な
り
ま
し
た
♪

　
「
ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
今
年
度

も
親
子
の
楽
し
い
触
れ
合
い
活
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
５
月
は
、
親
子
で
音
楽
遊
び
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す

　
ぜ
ひ
、
お
友
達
を
誘
っ
て
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
３
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
市
役
所

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日

　
〈
金
曜
日
〉

　
　
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
11
日
・
25
日

○
錦
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
18
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
５
月
分
〉

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、
本

人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　〈
所
得
の
目
安
〉

　
　
１
１
８
万
円

　
　
　
　
＋

　（
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×
３
８
万
円
）

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か

ら
来
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で

あ
る
場
合
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙

が
送
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
続
き
制
度

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
は
、
25
年
以
上
必
要
で
、
そ
の
期
間
に

は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

　
国
保
係

■日時／５月１８日（水）９：３0より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、13日（金）までお知らせください。

の保健福
祉

ひろば

５月の小児科在宅当番医
１日㈰	やまむら医院
３日㈷	公立多良木病院　小児科
４日㈷	人吉医療センター　小児科
５日㈷	増田クリニック　小児科
８日㈰	たかはし小児科内科医院
15日㈰	やまむら医院
22日㈰	増田クリニック　小児科
29日㈰	たかはし小児科内科医院

４５－０００５
４２－２５６０
２２－２１９１
２２－３５７０
２４－２２２２
４５－０００５
２２－３５７０
２４－２２２２

〈受診時間/午前9時～午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）
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　現在飼育されている犬は、狂犬病予防法に基づき、犬の登録と狂犬病予防注射を受けることが義務づけられ
ています。（生後９１日以上の犬で、室内犬を含む。）
　下記の日程により、犬の登録及び狂犬病予防集合注射を実施しますので、予防注射問診票に記入のうえ、最
寄りの集合場所で必ず受けられるようお願いします。（直接動物病院などで受ける予定の方は除く）
　なお、登録犬が死亡した場合、飼い主が変わった場合などには、保健福祉課保健係（ふれあいセンター内）ま
で必ず届け出てください。

■注射日程　平成２８年５月１６日（月）・１７日（火）
　・時間及び会場は飼い主への通知もしくは回覧でご確認ください
　・登録は、犬の一生に１回必ず行ってください（飼い主の転入・転出の場合も別に届出が必要です）
　・予防注射は、毎年１回は受けてください
　※ 追加実施日：平成２８年６月２２日（水）　
　　上記の日程に注射を受けていない犬が対象
■料　金
　・狂犬病予防注射料　 ３，０７０円
　・畜犬登録料　　　　 ３，０００円・・・未登録の犬がいる場合
・注射日当日は混雑しますので、できるだけ事前に登録を済ませてください。
・飼い主の転入転出などにより、他町村ですでに登録されている場合は、料金はかかりませんが、別に
届出は必要です。

　※ できるだけおつりがないようお願いします　　　　　　　　　　
【問合せ先】保健係（ふれあいセンター内）

飼い犬の狂犬病予防集合注射を実施します

５月１０日からは繁殖期の野鳥保護及び指導取締強化月間です
　春は野鳥の繁殖期です。巣立ちしたヒナが地面に落ちているのを見かけた場合は、近くに姿が見えな
くても親鳥が世話をしていますので拾わないようにしましょう。
　熊本県では、５月１０日からの１ヶ月間を指導取締強化月間と定め、違法捕獲などの防止に取り組ん
でいます。野生鳥獣または鳥類の卵は、鳥獣の保護および管理ならびに狩猟の適正化に関する法律によ
り、狩猟による捕獲許可を受けたもの以外は、原則としてその捕獲、殺傷または採取が禁止されています。
村民の皆様のご理解とご協力をお願いします。
　なお、野生鳥獣（メジロ、ホオジロなど）をペットとすることを目的とした捕獲は、鳥獣の乱獲を助長
するおそれがあることから許可しておりません。
　ただし、平成２４年３月３１日までに許可を得て捕獲し、飼養登録済み
の個体は、更新手続きを行うことで、引き続き飼うことができます。
　詳しくは、下記のお問合せ先まで。

■問合せ先

　相良村役場　産業振興課　☎３５－１０３４（直通）
　熊本県県南広域本部球磨地域振興局農林部森林保全課　☎０９６６－２４－４１９０（直通）

産業振興課からのおしらせ
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【問合せ先】産業振興課　林務係　☎３５－１０３４（直通）
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次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
【
問
合
せ
先
】
ま
で
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
【
問
合
せ
先
】
ま
で
。

■
要
件	

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
ら
れ
た
方（
か
つ
、
障
害

の
等
級
な
ど
一
定
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
方
）な
ど
が
所
有
す

る
軽
自
動
車

・
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
が
主
に

利
用
す
る
た
め
の
構
造
と
な
っ

て
い
る
軽
自
動
車
な
ど

■
必
要
な
も
の

該
当
す
る
手
帳
、
運
転
免
許
証

（
運
転
さ
れ
る
方
の
も
の
）、
車

検
証
、
納
税
者
の
印
鑑
、
納
税

通
知
書

■
申
請
期
限

納
税
通
知
書
受
領
後
か
ら
納
期

限
の
７
日
前
ま
で（
５
月
24
日

（
火
）ま
で
）

※
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
場
所

　

相
良
村
役
場　

税
務
課

　

な
お
、
平
成
28
年
度
の
軽
自
動

車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日（
火
）

ま
で
で
す
。納
期
内
に
役
場
ま
た
は

次
の
金
融
機
関
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

・
肥
後
銀
行　

・
熊
本
銀
行

・
球
磨
地
域
農
業
協
同
組
合

・
熊
本
中
央
信
用
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り

ま
す
。
申
込
用
紙
は
税
務
課
窓

口
お
よ
び
各
金
融
機
関
に
配
置

し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

相
良
村
役
場
税
務
課　

　

☎
３
５

−

１
０
３
１（
直
通
）

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
方
へ
、
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
を
５
月
初
め
に
お
送

り
し
ま
す
。

　

納
期
限
の
５
月
31
日（
火
）ま
で

に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
南

広
域
本
部
、
球
磨
地
域
振
興
局
、

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所
の
い
ず

れ
か
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
県
県
南
広
域
本
部　

収
税
課

☎
０
９
６
５

−

３
３

−

３
２
３
６

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
９
６

−

３
６
８

−

４
０
２
０

軽
自
動
車
税
の

　

減
免
制
度
が

　
　
　

あ
り
ま
す

自
動
車
税
の
納
期
限

は
５
月
31
日
㈫
ま
で

で
す

税務課からのおしらせ

おしらせ

■
日
時

　

平
成
28
年
５
月
18
日（
水
）　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
（
受
付　

午
後
２
時
30
分
ま
で
）

■
場
所

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
人
吉

支
部

■
相
談
員

弁
護
士
、
調
停
委
員
、
裁
判
所

及
び
法
務
局
の
職
員

■
相
談
内
容

一
般
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、

金
銭
問
題
、
裁
判
所
の
申
立
手

続
き
相
談
な
ど

■
問
合
せ

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
人
吉

支
部

☎
０
９
６
６

−

２
３

−

４
８
５
５

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平

成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
平

成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
事
業
所
や
企
業
の
売
上
高
や

経
理
項
目
の
把
握
に
重
点
を
置
い

て
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
20
日
か
ら
、
国
が
任
命
し

た
調
査
員
が
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
回
答
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
回
答
は
、
調
査
員
に
よ
る

回
収
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
も
可
能
で
す
。

　

調
査
員
が
お
伺
い
す
る
場
合
は
、

必
ず
「
調
査
員
証
」、「
従
事
者
用

腕
章
」
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

総
務
課　

企
画
情
報
係

　

☎
３
５

−

０
２
１
１

無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス

︱
活
動
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス
２
０
１
６
検
索
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■
試
験
の
種
類

①
県
職
員

（
大
学
卒
業
程
度
、

　
　
　
　
　
　

免
許
資
格
職
）

②
県
職
員

　
（
民
間
企
業
等
経
験
者
対
象
）

③
警
察
官（
警
察
官
Ａ
）

■
申
込
受
付
締
切

　

①
～
②　

５
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

　

③
５
月
20
日（
金
）

　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
第
１
次
試
験
日

　

①
～
②　

６
月
26
日（
日
）

※
①
～
②
は
東
京
会
場
も
あ
り

ま
す
。

　

③
７
月
10
日（
日
）

※
募
集
職
種
、
受
験
資
格
な
ど
や

受
験
申
込
書
の
配
布
場
所
に
つ

い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本

県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６

−

３
３
３

−

２
７
３
３

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

採
用
試
験

熊
本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド
検
索

香
典
返
し
〈
３
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

橋
本
　
力
雄
（
並
木
野
）

大
塚
　
繁
子
（
松
　
葉
）

畠
山
　
勝
吉
（
中
　
央
）

荒
木
二
三
子
（
五
木
村
）

世帯数　1,660世帯（△５）
男　　　2,227人　（△５）
女　　　2,449人　（△８）
計　　　4,676人　（△13）

相
良
村
の
人
口
と
世
帯

（
３
月
末
現
在
）

※（　

）内
は
、
先
月
末
と
の
差
で
す
。

※
外
国
人
住
民
を
含
め
た
集
計
で
す
。

お詫びと訂正

　広報さがら４月号に掲載した記事に数字の誤りがありました。
　ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫びし、訂正させ
ていただきます。

箇所：１１ページ中段
　　　後期高齢者医療保険料率決定のおしらせ

【誤】「基礎控除額（３３万円）」＋「２６万円×世帯の被保
険者数」を超えない世帯（拡大）→均等割額を５割軽減

【正】「基礎控除額（３３万円）」＋「２６万５千円×世帯の被保
険者数」を超えない世帯（拡大）→均等割額を５割軽減

【誤】「基礎控除額（３３万円）」＋「４７万円×世帯の被保
険者数」を超えない世帯（拡大）→均等割額を２割軽減

【正】「基礎控除額（３３万円）」＋「４８万円×世帯の被保
険者数」を超えない世帯（拡大）→均等割額を２割軽減

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

税
務
職
員
採
用
試
験
に
合
格
し

採
用
さ
れ
ま
す
と
、
全
員
が
税
務

大
学
校
に
入
校
し
、
１
年
間
、
税

務
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識

を
修
得
す
る
た
め
の
研
修
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、税
務
署
に
配
属
さ
れ
、

国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
要
項
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

①
・
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者

・
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

■
試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

■
第
１
次
試
験

　

平
成
28
年
９
月
４
日（
日
）

■
申
込
方
法
及
び
申
込
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

　

申
込
み（
原
則
）

　
　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

○
申
込
受
付
期
間

　
　
　

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
～

　
　
　

６
月
29
日（
水
）ま
で

②
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る

　

申
込
み

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
が
で
き
な
い
場
合

に
限
る
。
申
込
み
方
法
な

ど
は
【
問
合
せ
】
ま
で
。

■
問
合
せ

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２

−

４
３
１

−

７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

☎
０
９
６

−

３
５
４

−

６
１
７
１

（
内
線
６
０
４
６
）

人
吉
税
務
署

☎
０
９
６
６

−

２
３

−

２
３
１
１

※
自
動
音
声
案
内

試
験

税
務
職
員
採
用
試
験

国
家
公
務
員
試
験

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

検
索
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

●家庭の日 ◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20

　ふれあいセンター）

●憲法記念日 ●みどりの日 ●こどもの日

8 9 10 11 12 13 14
●高齢者向け給付

金申請受付開始
（平成28年8月
9日まで）

◆７か月児育児学級
　（H27.10月生）
　（山江会場）

◆こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

15 16 17 18 19 20 21
●中学校体育大会
　開会式  8:50～

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20

　ふれあいセンター）

◆ちゃちゃクラブ ◆３～４か月健診
（Ｈ28.1.6～

2.5生）
　（相良会場）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

22 23 24 25 26 27 28
◆３歳児健診
　（Ｈ24.9～

11月生）

◆すこやか育児相
談（要予約）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆乳幼児発達相談
◆こころの健康相

談

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

29 30 31

●総合体育館休館日

★５月は国民健康保険税第２期税、軽自動車税の納付月です。
　納め忘れのないよう便利な口座振替のご利用を！
★保育料は毎月納期限内に納めましょう！
　保育料の納期は毎月２５日です。
　（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

５月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

高齢者向け給付金を実施します
■支給額　　　１人につき３万円
■支給対象者　平成２７年度臨時福祉給付金の
　　　　　　　支給対象者のうち、平成２８年度中に６５歳以上になる方
■給付金を受け取るためには、申請が必要です。申請先は、昨年（平成２７年）１月１日時点でお住まいの
　市町村です。市町村ごとに申請受付期間が異なります。

相良村の申請期間　　平成２８年５月９日〜平成２８年８月９日

※平成２８年４月下旬に、支給対象者となる方へ申請書を送付しています

■申請先　相良村役場総務課

■問合せ先　総務課企画情報係　　　　　　　☎３５－０２１１
　　　　　　厚生労働省給付金専用ダイヤル　☎０５７０－０３７－１９２

厚生労働省からのおしらせ



村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

子
ど
も
さ
ん（
赤
ち
ゃ
ん
）の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。お
誕
生
日
の
記
念
に
い
か
が
で
す
か
？

イ
チ
バ
ン
ち
ゃ
ん
募
集
中
!!

わがやのイチバン

メッセージ

「元気いっぱいの優しい男の子に
育ってね♥」

生年月日：平成２７年８月３１日

お父さん：冬
と う

惟
い

さん 
お母さん：恵美さん

松ま

つ

元も

と 

悠ゆ

う

慎し

ん 

く
ん

（
井
沢
）

※人口と世帯および香典返しの記事は、おしらせページ（１５ページ）に移動しました。

■タイトル　がまだすシルバー
■撮 影 者　竹松　正三（松馬場）
■一　　言　ことしの田んぼアートは、みんな元気

で「がまだすばい！」の思いをこめて
「がまだすシルバー」にしました。

あなたの一枚を広報紙に掲載してみませんか？
テーマは自由！どしどしご投稿ください。
【投稿先】info@vill.sagara.lg.jp

（タイトル、撮影者、一言を添えてお送りください。）
募集締切日：平成28年5月13日（金）

【問合せ先】総務課企画情報係　☎３５－０２１１

わ
た
し
の
一
枚

〈問合せ先〉

総務課
35-0211

ま
ず
は
素
材
集
め

大
き
な
枝
や
流
木
な
ど
も
用
い
る

原木しいたけが見事な
芸術作品に

Pick Up Persons!!

メンバー募集中！初心
者大歓迎！楽しくやっ
てます♪
お問合わせは
　ＪＡ錦支所相良店
　女性部担当まで
　☎３５－０２２１

皆さんが頑張っていることや、おもしろい取組
みを広報紙に紹介してみませんか？
総務課企画情報係にどしどしご連絡ください。
広報担当が駆けつけます！

【問合せ】☎３５－０２１１

　
“
農
”
の
生
け
花
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　

道
端
の
草
花
、
畑
に
実
っ
た

野
菜
…　

す
べ
て
自
分
た
ち
で

揃
え
る
の
が
普
通
の
生
け
花
と
は

違
い
ま
す
。

　
「
自
由
な
発
想
が
で
き
る
の
が

一
番
の
魅
力
。
道
を
歩
く
時
も

使
え
る
も
の
が
な
い
か
つ
い

探
し
ま
す
ね
」
と
話
す
の
は

農
の
生
け
花
グ
ル
ー
プ
代
表
の

早
田
生
子
さ
ん
（
松
葉
）。
Ｊ
Ａ

女
性
部
相
良
支
部
の
メ
ン
バ
ー

６
名
で
活
動
し
、
女
性
部
の
報
告

会
や
、
Ｊ
Ａ
く
ま
の
収
穫
祭
に

出
展
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
農
の
生
け
花
で
、

相
良
村
の
豊
か
な
自
然
を
表
現

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

“農
”

の

生 け 花

人 生満 喫
♪

ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト

　
募
集
中
!!
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